京都南部地区

	３） 北ブロック


小教区の垣根を低くする

・活　動　　　１．第５日曜日にブロック合同ミサを実施した。

共同回心式、平和祈願意向のミサ、国際合同ミサ、マリアの月。

２．合同ミサのあと「社会に向かっての奉仕活動｣ について、各教会から報告、

シスター朴の講演。

３．宇津教会での合同ミサでは観光バスを貸し切り、全体で140名ほどの参加。

４．子供たちによるロザリオの製作

５．ブロックの評議会の中に４つの専門委員会（子どもの教育、広報、典礼、平和

　　の歩み）を設置し、ブロックの評議委員が書く委員会の窓口となっている。

６．山国ノートルダムセミナーハウスで夏のキャンプ(小学生)

７．ブロックの会計を立ち上げ、合同ミサの諸費用や山国教会の下水設備の援助

などを行った。

・評　価　　　小教区レベルで行ってきたことが、少しずつブロックの活動として広がってきた。

各小教区間での意思疎通をはかる

・活　動　　　１．広報委員会が発行する広報誌を年３回発行。

　　　　　　　２．活動内容や報告を持って、お互いの協力を呼びかけて入る。

　　　　　　　３．切手を集めている小教区と協力する小教区が出てきた。

・評　価　　　合同から共同にと司教様からの呼びかけがあるが、共同になっていくために今一つ

　　　　　　　の努力が必要である。

教会から離れた人への関わり

・活　動　　教会から離れた人に対する働きかけを行い、復活祭やクリスマスの案内をハガキ

などによってお知らせをしている。

・評　価　　　 このことにより、久しぶりに教会にお見えになり、連絡をしてもらったことに感謝していただいたり、

さまざまです｡その後のケアのあり方について考えている。

社会とともに歩む教会

・活　動　　　１．昼回りの呼びかけに参加者が増えた。

　　　　　　　２．夜回りの会へ物品の提供を各教会に呼びかけて協力し合った。

　　　　　　　３．会館の利用者に対して、クリスマスや四旬節献金を依頼している。

　　　　　　　４．社会のニーズに合わせて募金活動を行って入る。

　　　　　　　５．パガサ共同体のミサ(15時)を西院教会で実施

・評　価　　　地域との連携を通して地域に向かって福音宣教をしている。

